
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

和 音(かなえ おと)

エンジェルハィロゥ
ブラックドッグ

レネゲイドビーイングD

推定100才

生誕

人類への興味

殺戮

別離

UGN支部長

おじさん

40

保護者:呉杯 憑罪

2
4
2
0

0
0
0
1

0
0
0
0

2
4
2
1

26
10
10
15
30

1 1
1 1

UGN 1

穢れた絶望の落とし手(レイン オブ ヒューチャー)
夢と希望の救い手(ドリーム セーバー)
人類の劣りし希望(イマジナリー ダガーズ)

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

4r+3
7r+5
7r+5

11(10)
14(14)

0

1
30
42

範選視界が2回 至近不可 装無 初回侵食は()＋マイナー使用
範選視界が3回 装無 A＋20は3回 至近不可 初回侵食は()＋マイナー使用
↑と同じ(回数共有) リアクと庇う盾× 1回

0 0

D:古代種
呉杯 憑罪
人間達

庇護
好奇心

脅威
嫉妬

コネ:ＵＧＮ

2 1

ワーディング

リザレクト

光の手

ストライクミラージュ

マスヴィジョン

破壊の光

ファイナルフラッシュ

CR

Dフラットシフト

オリジン:プラント

HN

ピンポイントレーザー

滅びの光

★

0

1

1

3

2

2

2

1

1

1

1

1

★

-

1d10

2

6

4

2

20

2

0

2

＋5

2

3

オート

気絶時

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メリ

マ

常

メ

メ

視界

-

-

-

-

視界

-

-

-

自身

自身

-

-

シーン

自身

-

-

-

範選

-

-

-

至近

至近

-

-

自動

自動

-

対決

-

対決

対決

-

-

自動

自動

対決

対決

-

↓100

120

100

120

D

RB

RB

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

感覚で振る

リアク× カバー守り×

A＋Lv×5

至近不可 A＋2

リアクC＋1 A＋Lv×5

C-Lv(7)

組合せたエフェの侵食が0になる

シーン中、感覚達成＋Lv×2

衝動判定D＋Lv

装無 A-[5-Lv]

単体× A＋Lv×3

｢師匠。 今日の訓練を行ってくれませんか？｣
そう言ったのは、僕の弟子の[呉杯 憑罪]。
｢おお。もうそんな時間かね。じゃあ今日の訓練を始めるとするかね。｣
｢今日は何をするんですか？｣
｢今日は僕の話を聞いてくれ｣
｢訓練は行ってくれないんですか？｣
｢いやいや、僕の話を聞くことも立派な訓練だよ。つまらない老人の話を集中して聞くことで、精神力も鍛えられるよ。｣
｢…｣
｢では始めようか｣

｢知っての通り僕は100年前に生まれた向日葵のRB。そして人間が好き。とても好きだ。だから今日は人間のことを話そうと思うよ。

僕が何故こんなに人間が好きかと言うと、人は可能性の塊であるから。例えノイマンでも思いつかないことを、人は思いつくことが出来るから。

普通に考えたらノイマンの方が断然性能がいいに決まってる。でもノイマンは感情に乏しい。人間は感情が豊かだ。僕はその感情の差が好きだ。

全自動卵割り機を作ったのも人間。吸引力の変わらないただ一つの掃除機、ダイソンを作ったのも人間。人のことを考えて何かを作る。これはノイマンでもなし
得ないことだと思う。

人間を馬鹿にし、レネゲイドの可能性に夢を見てる連中もいる。

でも僕はそうは思わない。
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